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研究成果の概要（和文）：本研究では，英文読解方略指導を含む授業実践を通して，英文読解方

略使用，動機づけ，一般学習観の関連性を探り，読解力の向上をはじめその効果について検証し

た。主な研究成果として，英文読解方略使用，動機づけ，一般学習観には概して有意な関係性が

認められ，英文読解方略の指導は読解力の向上だけではなく，動機づけや学習観などの関連要因

にもプラスの影響を与えうることが判明した。また，これらの個人差要因の初期状態により，そ

の後の発達や要因間の相互作用に違いが生じることも示された。 

 
研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated the relationships among strategy use, 

motivation, and general learner beliefs in L2 reading by implementing teaching practices 

including a strategy intervention. The results indicated that there are significant 

relationships among strategy use, motivation, and general learner beliefs in L2 reading, 

and that strategy intervention can have a positive influence on motivation and beliefs as 

well as on reading proficiency. It was also shown that the development and interaction of 

these individual difference factors differ among L2 readers according to their individual 

difference profiles.  
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１．研究開始当初の背景 

第２言語読解研究の中軸は認知的要因（読解
力・方略使用等）であり，情意的要因（動機
づけ）や学習観を含む研究は少数であった。
このような傾向が主流であったために，どの

ような動機づけ特性や学習全般に対する志
向性が，読解力や読解方略使用と関係してい
るかについての知見を得るには至らなかっ
た。 
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２．研究の目的 

本研究は，日本人大学生の英文読解方略と動
機づけ，および一般学習観の関係性について
の調査および分析を通して，高等教育における
読解授業の質の向上に資することを目的として
実施された。本研究では，三者をひとつの統合
的研究分野として位置づけ，英文読解中の方略
使用とその背景としての動機づけや学習観との
関係から，新たな知見を得ることを目指した。 

 

３．研究の方法 

(1) 効果的な英文読解を促進すると想定される
読解方略，ならびにその背景と考えられる動機
づけや学習観に関する質問紙を開発し，予備調
査の結果に基づき妥当性や信頼性について検
討した。 
 
(2) 方略的介入を含む英文読解授業を実践
し，同時に本調査を実施した。 
 
(3) 主に共分散構造分析を用いて全体傾向の
分析を行い，クラスター分析や分散分析を併用
して個人差の観点からも検討した。 
 
(4) 異なる大学・学部の学生を対象に授業実
践を継続し，フォローアップ調査を実施した。 
 
４．研究成果 
(1) 方略的介入にかかわりなく，英文読解方
略使用，動機づけ，一般学習観には概して有
意な関係性が認められた。 
 
(2) 英文読解方略の指導は読解力の向上だ
けではなく，動機づけや学習観などの関連要
因にもプラスの影響を与えうる。 
 
(3)  個人差要因（読解力，読解方略，動機
づけ，一般学習観）の初期状態 (ID profiles)
により，その後の発達や要因間の相互作用に
違いが生じる。 
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